
いろいろな人が様々な形で沖縄の
子どもたちをサポート。すべての子
どもたちに夢や希望を持ってほし
いと、愛情を込めて支えています。

子
ど
も
た
ち
の

       
未
来
を
応
援

県
の
調
査
※
に
よ
れ
ば

沖
縄
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
29
・
9
％
と

全
国
平
均
の
約
2
倍
で
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て
、民
間
企
業
で
も

様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※「
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
」（
平
成
28
年
）

今号の表紙

入学や進学って思ったより
お金がかかる？

入
学
や
進
学
の
準
備
を
応
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す

「
子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が
る
け

ど
、
お
金
が
足
り
な
く
て
ラ
ン
ド
セ

ル
が
買
え
な
い
」、「
参
考
書
や
文
房

具
が
欲
し
い
け
ど
お
金
が
な
い
」、

そ
ん
な
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
２
０
１
６
年
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
が
立
ち
上
げ
た

「
沖
縄
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
企
業
や
個
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
り
、
入
学
に
か
か
る
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
、
学
用
品
な
ど
の
購
入
費
用

を
非
課
税
世
帯
※
へ
贈
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
金
給
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
し
た
サ
ポ
ー
ト
企
業
は
、
継
続

的
な
定
額
寄
付
の
ほ
か
、
商
品
売
り

上
げ
の
一
部
を
寄
付
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
形
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

※ 

非
課
税
世
帯
と
は
、
生
計
を
営
む
人
た
ち
の
中
に
住
民

税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
が
一
人
も
い
な
い
世
帯
を
指

し
ま
す
。

親
元
を
離
れ
る
生
徒
と
家
族
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社

で
は
、
高
校
の
な
い
離
島
の
中
学
校

を
卒
業
後
、
島
外
へ
進
学
す
る
生
徒

た
ち
を
対
象
に
、「
離
島
ケ
ー
タ
イ

奨
学
金
」
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
離
島
出

身
の
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
設
け
ら

れ
、
作
文
な
ど
書
類
審
査
で
選
ば
れ

た
奨
学
生
へ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
無

償
提
供
し
、
高
校
在
学
中
の
３
年
間
、

通
話
お
よ
び
通
信
料
金
が
支
援
さ
れ

ま
す
。

同
社
で
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
島
を

出
て
、
心
細
い
思
い
を
す
る
生
徒
が

少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
目
標
を
掲

げ
、
地
元
の
携
帯
電
話
会
社
な
ら

で
は
の
応
援
を
２
０
１
５
年
か
ら
７

年
間
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
０
０
人
の
生
徒
を
支
援
し
ま
し
た
。

島
民
や
生
徒
た
ち
を
経
済
面
だ
け
で

な
く
精
神
面
で
も
支
え
て
い
ま
す
。

高
校
の
な
い
離
島
の

生
徒
へ
の
支
援
っ
て
？

母子世帯の
年間総収入

沖縄県の
母子世帯の割合

★a：「子供の貧困に関する指標（沖縄県の状況）」
　 （内閣府）
★b：「平成30年度沖縄県ひとり親世帯等実態調査」
　 （沖縄県）
★c：「沖縄県の子どもの貧困率（18～64歳の大人が
 １人の世帯の世帯員の貧困率）」（沖縄県）

全国１位 278万円

58.9％

母子世帯など
ひとり親世帯の
貧困率

★a
★b

★c

沖
縄
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）

https://kodom
om
irai.

 
okinaw

atim
es.co.jp/

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話

株
式
会
社

https://okinawa-cellular.
jp/social-contribution/
scholarship/

宮古島
伊良部島

多良間島
石垣島

竹富島
黒島

小浜島

西表島
与那国島

波照間島

沖縄本島

久高島

津堅島

渡嘉敷島

座間味島

南大東島

北大東島

伊是名島
伊平屋島

伊江島粟国島

渡名喜島

久米島

島内に
高校のある島

島内に
高校のない島

※2021年11月時点

児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
は
、
大
学
等
進
学
・
就
職
を

機
に
施
設
を
旅
立
つ
こ
と
と
な
り
ま

す
。卒
園
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
は
、

自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
様
々
な
公
的
な
支
援
が
あ
り
ま
す

が
、
県
内
民
間
企
業
で
も
独
自
に
こ

れ
ら
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
琉
球
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ

ス
の「
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
施
設
を
卒
園
後
進
学

す
る
子
ど
も
に
限
り
、
在
学
中
の
家

賃
を
負
担
。
理
念
に
賛
同
す
る
企
業

か
ら
寄
付
を
募
り
、
返
済
す
る
必
要

の
な
い
住
居
費
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
政
府
が
「
児
童
養
護
施
設
退

所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
貸

付
」
制
度
を
設
け
た
の
に
伴
い
新
規

受
付
は
停
止
し
ま
し
た
が
、
同
社
の

藤
本
和
之
代
表
は
「
子
ど
も
た
ち
の

未
来
は
自
由
。多
く
の
大
人
が
見
守
っ

て
い
ま
す
」と
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
琉
球
放
送
株
式
会
社
で
は　

児
童
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
な
ど
で

暮
ら
し
、
18
歳
で
自
立
す
る
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
「
応
援
！
18
の
旅
立

ち
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
募
金
活
動
の
他
に
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
・
販

売
（
※
現
在
は
販
売
終
了
）
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
の
生
活
資
金
を
援
助

し
続
け
て
い
ま
す
。

「応援！18の旅立ち」
チャリティーカレンダー

多くの企業が「イコール
フット・プロジェクト」に
賛同し、参加している。

児
童
養
護
施
設
を
卒
園
す
る

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み
が
あ
る
の
？

株式会社琉球オフィスサービス

https://r-os.com/equalfoot.html

琉球放送株式会社
https://www.rbc.co.jp/radio/radio_
blog/charity2021/

現状を知り、子どもを見守る

情報を収集

募金に協力

商品を購入

さまざまなメディアから情報
を得て現状や取り組みを知
り、「自分に何かできること
はないか？」と、日頃から気
にかけてみることがSDGsへ
の第一歩。子どもの貧困問
題を他人事にしないで、募金
や、売り上げの一部を子ども
支援に使っている企業やお
店の商品を購入することも、
SDGsにつながります。

住
居
費
補
助
や
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

宮古島
伊良部島

多良間島
石垣島

竹富島
黒島

小浜島

西表島
与那国島

波照間島

沖縄本島

久高島

津堅島

渡嘉敷島

座間味島

南大東島

北大東島

伊是名島
伊平屋島

伊江島粟国島

渡名喜島

久米島

島内に
高校のある島

島内に
高校のない島

県内で高校があるのは、沖縄本島（橋等で連結されている
島含む）、宮古島、石垣島、久米島の４島だけで、高校の
ない離島の中学生は、高校進学とともに親元を離れます。

2021年度交付式。「家族と連絡が取れるのでうれしい。
勉強にも役立てたい」と笑顔の生徒たち。

※2021年11月時点

7 ◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン美ら島沖縄 2022.1

いろいろな人が様々な形で沖縄の
子どもたちをサポート。すべての子
どもたちに夢や希望を持ってほし
いと、愛情を込めて支えています。

子
ど
も
た
ち
の

       
未
来
を
応
援

県
の
調
査
※
に
よ
れ
ば

沖
縄
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
29
・
9
％
と

全
国
平
均
の
約
2
倍
で
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て
、民
間
企
業
で
も

様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※「
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
」（
平
成
28
年
）

今号の表紙

入学や進学って思ったより
お金がかかる？

入
学
や
進
学
の
準
備
を
応
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す

「
子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が
る
け

ど
、
お
金
が
足
り
な
く
て
ラ
ン
ド
セ

ル
が
買
え
な
い
」、「
参
考
書
や
文
房

具
が
欲
し
い
け
ど
お
金
が
な
い
」、

そ
ん
な
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
２
０
１
６
年
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
が
立
ち
上
げ
た

「
沖
縄
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
企
業
や
個
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
り
、
入
学
に
か
か
る
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
、
学
用
品
な
ど
の
購
入
費
用

を
非
課
税
世
帯
※
へ
贈
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
金
給
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
し
た
サ
ポ
ー
ト
企
業
は
、
継
続

的
な
定
額
寄
付
の
ほ
か
、
商
品
売
り

上
げ
の
一
部
を
寄
付
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
形
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

※ 

非
課
税
世
帯
と
は
、
生
計
を
営
む
人
た
ち
の
中
に
住
民

税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
が
一
人
も
い
な
い
世
帯
を
指

し
ま
す
。

親
元
を
離
れ
る
生
徒
と
家
族
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社

で
は
、
高
校
の
な
い
離
島
の
中
学
校

を
卒
業
後
、
島
外
へ
進
学
す
る
生
徒

た
ち
を
対
象
に
、「
離
島
ケ
ー
タ
イ

奨
学
金
」
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
離
島
出

身
の
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
設
け
ら

れ
、
作
文
な
ど
書
類
審
査
で
選
ば
れ

た
奨
学
生
へ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
無

償
提
供
し
、
高
校
在
学
中
の
３
年
間
、

通
話
お
よ
び
通
信
料
金
が
支
援
さ
れ

ま
す
。

同
社
で
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
島
を

出
て
、
心
細
い
思
い
を
す
る
生
徒
が

少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
目
標
を
掲

げ
、
地
元
の
携
帯
電
話
会
社
な
ら

で
は
の
応
援
を
２
０
１
５
年
か
ら
７

年
間
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
０
０
人
の
生
徒
を
支
援
し
ま
し
た
。

島
民
や
生
徒
た
ち
を
経
済
面
だ
け
で

な
く
精
神
面
で
も
支
え
て
い
ま
す
。

高
校
の
な
い
離
島
の

生
徒
へ
の
支
援
っ
て
？

母子世帯の
年間総収入

沖縄県の
母子世帯の割合

★a：「子供の貧困に関する指標（沖縄県の状況）」
　 （内閣府）
★b：「平成30年度沖縄県ひとり親世帯等実態調査」
　 （沖縄県）
★c：「沖縄県の子どもの貧困率（18～64歳の大人が
 １人の世帯の世帯員の貧困率）」（沖縄県）

全国１位 278万円

58.9％

母子世帯など
ひとり親世帯の
貧困率
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久米島

島内に
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島内に
高校のない島

※2021年11月時点

児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
は
、
大
学
等
進
学
・
就
職
を

機
に
施
設
を
旅
立
つ
こ
と
と
な
り
ま

す
。卒
園
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
は
、

自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
様
々
な
公
的
な
支
援
が
あ
り
ま
す

が
、
県
内
民
間
企
業
で
も
独
自
に
こ

れ
ら
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
琉
球
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ

ス
の「
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
施
設
を
卒
園
後
進
学

す
る
子
ど
も
に
限
り
、
在
学
中
の
家

賃
を
負
担
。
理
念
に
賛
同
す
る
企
業

か
ら
寄
付
を
募
り
、
返
済
す
る
必
要

の
な
い
住
居
費
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
政
府
が
「
児
童
養
護
施
設
退

所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
貸

付
」
制
度
を
設
け
た
の
に
伴
い
新
規

受
付
は
停
止
し
ま
し
た
が
、
同
社
の

藤
本
和
之
代
表
は
「
子
ど
も
た
ち
の

未
来
は
自
由
。多
く
の
大
人
が
見
守
っ

て
い
ま
す
」と
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
琉
球
放
送
株
式
会
社
で
は　

児
童
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
な
ど
で

暮
ら
し
、
18
歳
で
自
立
す
る
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
「
応
援
！
18
の
旅
立

ち
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
募
金
活
動
の
他
に
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
・
販

売
（
※
現
在
は
販
売
終
了
）
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
の
生
活
資
金
を
援
助

し
続
け
て
い
ま
す
。

「応援！18の旅立ち」
チャリティーカレンダー

多くの企業が「イコール
フット・プロジェクト」に
賛同し、参加している。

児
童
養
護
施
設
を
卒
園
す
る

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み
が
あ
る
の
？

株式会社琉球オフィスサービス

https://r-os.com/equalfoot.html

琉球放送株式会社
https://www.rbc.co.jp/radio/radio_
blog/charity2021/

現状を知り、子どもを見守る

情報を収集

募金に協力

商品を購入

さまざまなメディアから情報
を得て現状や取り組みを知
り、「自分に何かできること
はないか？」と、日頃から気
にかけてみることがSDGsへ
の第一歩。子どもの貧困問
題を他人事にしないで、募金
や、売り上げの一部を子ども
支援に使っている企業やお
店の商品を購入することも、
SDGsにつながります。

住
居
費
補
助
や
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

宮古島
伊良部島

多良間島
石垣島

竹富島
黒島

小浜島

西表島
与那国島

波照間島

沖縄本島

久高島

津堅島

渡嘉敷島

座間味島

南大東島

北大東島

伊是名島
伊平屋島

伊江島粟国島

渡名喜島

久米島

島内に
高校のある島

島内に
高校のない島

県内で高校があるのは、沖縄本島（橋等で連結されている
島含む）、宮古島、石垣島、久米島の４島だけで、高校の
ない離島の中学生は、高校進学とともに親元を離れます。

2021年度交付式。「家族と連絡が取れるのでうれしい。
勉強にも役立てたい」と笑顔の生徒たち。

※2021年11月時点

6◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン 美ら島沖縄 2022.1


